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もABCトランスポーターが関与しており，SU剤がトランス
ポーターのNBDに選択的に結合することで，インシュリン
の分泌を促進するのである。

4. 葉緑体からの迅速な排出
　葉緑体はEPSPSが存在する細胞小器官である。この小器
官への輸送阻害やそこからの迅速な排出は，Toddらが予想
している耐性機構であるものの，現時点では事象としても
明確に観察されていない。一方，前項3.で示したABCトラ
ンスポーターによる輸送機構は，液胞以外の細胞小器官に
も存在することが知られている。従って，液胞を含めて特
定の除草剤を特異的にある小器官に封じ込めるまたは排出
するトランスポーターの機能を制御することで，その除草
剤に対する耐性を変化させることができる。
　話は少しちがうが，これまでカスパリー線が化学物質の
透過性に関与するという報告が複数あり，農薬を含む低分
子有機化学物質においては，その立体構造や親水性等との
関係が調べられている。また，農薬の物質移動は，植物体
内におけるアポプラストやシンプラスト等の短距離輸送，
さらには篩管や導管による長距離輸送によって特徴づける
ことができる。と言いつつも，植物ホルモンの一つである
オーキシンですら，植物体内における輸送機構がようやく
明らかになりつつあるような状況なので，未解明の部分が
まだまだ多い。

5. グリホサートの解毒代謝
　これについては，確実に証明された研究がないものの，
異物代謝の第1相反応であるP450やアルド-ケト-リダクター
ゼが関与している可能性がある。後者は酵素番号で調べる
とイソメラーゼ（異性化酵素）やリガーゼ（合成酵素）と
して比較的新しく位置付けられたもののようである。
　項目1.EPSPSの感受性低下のところでグリホサート耐性
作物に言及したが，実はこの解毒代謝の向上による遺伝子
組換え耐性作物も存在する。その酵素は，グリホサートオ

キシドレダクターゼ（GOX）というグリホサート分解酵素
であり，菌株は異なるものの，何故か感受性低下と同様に
アグロバクテリウム由来である。GOXはグリホサートの炭
素-窒素結合の酸化的分解によってアミノメチルホスホン
酸（AMPA）とグリオキシル酸が生成する反応を触媒する
が，活性発現には補酵素であるフラビンアデニンジヌクレ
オチド（FAD）やマグネシウムが必要である。

6. その他の耐性機構
　オオブタクサは，グリホサートを処理すると，処理した
葉において活性酸素種等の集積が急速に起こることによっ
て組織が壊死し，他の部位への移行を抑制することで耐性
を獲得するといわれている。類似した現象はパラコートや
ジクワットでも見られる。薬効の視点から説明すると，こ
れらは光化学系Ⅰに作用（HRACコード＝22）して，ラジ
カルを形成することで植物を枯殺する。そのため，光が充
分にある条件では，即効的に効果が発現し，薬剤が付着し
た部位だけが枯死する。そのことにより，薬剤が付着した
部位以外に拡散・移行しないため，その部分が再生・成長
して生き残る。一方，これらを曇天や夕方以降，すなわち
太陽光が十分でない条件で処理すると，有効成分が作用しな
いまま処理部位以外にも移行して茎葉全体に広く分布し，そ
の後光が十分注ぐことで地上部全体を効果的に枯らすことが
できる。これらはあくまでも部分的な壊死であり，細胞死
（アポトーシス）ではないと思われる。一方，いもち病等の
病斑がアポトーシスによって形成され，隣接部位への病原菌
の侵入を防ぐことが知られている。このような反応を作物の
除草剤耐性機構として利用できると面白い。
　当たり前かもしれないが，“植物は動けない”。そのた
め，進化の過程において根付いた場所の環境変化に耐える
能力を獲得してきた。つまり，植物である雑草が有する除
草剤を含むストレス耐性，すなわち生き残り戦略は，害虫
のような“逃げる能力”を有した動物よりも長けている。ま
た，病原菌のような単細胞生物とは個体群動態から見た耐
性機構も異なる。かなりバイアスがかかっていることを承
知で書けば，この雑草が有するストレス耐性の強さが耕作
放棄の最大の要因となる所以であり，雑草が病害虫の温床
になることも併せて考えると，植物保護はまず雑草管理か
ら考えるのが良いのかもしれない。
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2020年度秋冬作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験 判定

A.野菜関係 除草剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

1.BAS-656 乳
ジメテナミドP:64.0%

[BASFジャパン] 

タマネギ 定植前(マルチなし) 実・継

従
来
通
り

実)
[秋冬作,露地;一年生雑草(タデ科,アカザ科,アブ
ラナ科を除く)]
・定植前 雑草発生前
・75mL<100L>/10a
・土壌処理(全面)
注)
・処理直後の降雨により薬害を生じる場合がある

[秋冬作,露地;一年生雑草(タデ科,アカザ科,アブ
ラナ科を除く)]
・定植後 雑草発生前
・75～120mL<100L>/10a
・土壌処理(全面)

継)
・効果薬害の確認(定植前50mL/10a)
・マルチ栽培における抑草期間の確認(定植前)

タマネギ 定植前(マルチ)

2.Hoe-866 液
グルホシネート:18.5%

[BASFジャパン] 

サヤエンドウ 耕起または播種前 継 継)
・効果・薬害の確認

サヤエンドウ 倍量薬害(播種直前)

サヤエンドウ 耕起または定植前

サヤエンドウ 倍量薬害(定植直前)

サヤエンドウ 茎葉処理(畦間)

サヤエンドウ 倍量薬害(畦間)

3.JEA-2001 液
グルホシネート:18.5%

[Joy Consulting] 

タマネギ 耕起または定植前 実・継 実)
[秋冬作:一年生広葉雑草]
・タマネギ生育期 雑草生育期
・300～500mL<100～150L>/10a
・茎葉処理(畦間)
注)
・雑草の草丈15cm以下で散布する
・作物に飛散しないように散布する

継)
・効果・薬害の確認(耕起または定植前および一年
生イネ科雑草対象畦間処理)
・効果・薬害の年次変動の確認(一年生広葉雑草対
象畦間処理)

タマネギ 茎葉処理(畦間)
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A.野菜関係 除草剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

4.SYJ-100 乳
プロスルホカルブ:78.4%

[シンジェンタ ジャ
パン] 

タマネギ 散布水量200L/10a(定植後) 実・継 実)
[秋冬作露地:一年生イネ科雑草]
・定植後 雑草発生前
・土壌処理(全面)
・400～500mL<100L> /10a

・タマネギ生育期 春期雑草発生前～始期
・土壌処理(全面)
・400～500mL<100L>/10a
注)
・定植後土壌処理剤との体系処理で使用する

[秋冬作露地:一年生広葉雑草]
・定植後 雑草発生前
・土壌処理(全面)
・400～500mL<100～200L> /10a

・タマネギ生育期 春期雑草発生前～始期
・土壌処理(全面)
・400～500mL<100～200L>/10a
注)
・定植後土壌処理剤との体系処理で使用する

継)
・散布水量200L/10aにおける一年生イネ科雑草に
対する効果および薬害の確認

タマネギ 散布水量200L/10a(生育期)

5.UPH-004 液
グルホシネート:18.5%

[ユーピーエルジャパン] 

ブロッコリー 耕起または定植前 実 実)
[秋冬作:一年生雑草]
・耕起または定植前 雑草生育期(草丈30cm以下)
・茎葉処理(全面)
・300～500mL<100～150L>/10a

・ブロッコリー生育期 雑草生育期
・茎葉処理(畦間)
・300～500mL<100～150L>/10a
注)
・雑草の草丈20cm以下で散布する
・作物に飛散しないように散布する

ブロッコリー 倍量薬害(定植直前)

ブロッコリー 茎葉処理(畦間)

ハクサイ 倍量薬害(定植直前) 継 継)
・効果・薬害の確認

ホウレンソウ 耕起または播種前 実 実)
[秋冬作:一年生雑草]
・耕起または播種前 雑草生育期(草丈30cm以下)
・茎葉処理(全面)
・300～500mL<100～150L>/10a

・ホウレンソウ生育期 雑草生育期
・茎葉処理(畦間)
・300～500mL<100～150L>/10a
注)
・雑草の草丈20cm以下で散布する
・作物に飛散しないように散布する

ホウレンソウ 倍量薬害(播種直前)

ホウレンソウ 茎葉処理(畦間)

イチゴ 耕起または定植前 継 継)
・効果・薬害の確認

イチゴ 倍量薬害(定植直前)

A. 野菜関係 除草剤
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A.野菜関係 除草剤

薬 剤 名
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含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

4.SYJ-100 乳
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[シンジェンタ ジャ
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ホウレンソウ 耕起または播種前 実 実)
[秋冬作:一年生雑草]
・耕起または播種前 雑草生育期(草丈30cm以下)
・茎葉処理(全面)
・300～500mL<100～150L>/10a

・ホウレンソウ生育期 雑草生育期
・茎葉処理(畦間)
・300～500mL<100～150L>/10a
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・雑草の草丈20cm以下で散布する
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B.2020年度 春夏作分 野菜関係 除草剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

1.Hoe-866 液
グルホシネート:18.5%

[BASFジャパン] 

サトイモ 耕起または植付前 実・継

前
回
通
り

実)
[春夏作;一年生雑草]
・サトイモ生育期 雑草生育期
・200～500mL<水量100L>/10a
・茎葉処理(畦間)
注)
・雑草の草丈20cm以下で散布する
・作物に飛散しないように散布する

継)
・草種と薬量について(畦間処理)
・耕起または植付前での効果・薬害の確認

サトイモ 植付直前(倍量)

2.S-482 顆粒水和
フルミオキサジン:50%

[住友化学]  

アスパラガス 萌芽前(北海道) 継

前
回
通
り

継)
・効果・薬害の確認

3.UPH-004 液
グルホシネート:18.5%

[ユーピーエルジャパン] 

ニンジン 耕起または播種前 実・継 実)
[春夏作;一年生雑草]
・ニンジン生育期 雑草生育期
・300～500mL<水量100～150L>/10a
・茎葉処理(畦間)
注)
・雑草の草丈20cm以下で散布する
・作物に飛散しないように散布する

継)
・効果・薬害の確認(耕起または播種前)

ニンジン 畦間処理

4.リニュロン 水和
リニュロン:50.0%

[TKI社] 

ニンジン ニンジン6L～広葉生育初期 実・継

従
来
通
り

実)
[春夏作;一年生雑草]
・播種後出芽前,雑草発生始期～生育初期
・100～150g<水量70～150L>/10a
・土壌処理(全面)

[春夏作;一年生雑草]
・ニンジン本葉3葉期以降,雑草発生始期～生育初

期
・100～150g<水量70～150L>/10a
・土壌処理(全面)

継)
・春まき栽培について
・ニンジン6葉期以降の処理での効果薬害の確認

C.2020年度 春夏作分 花き関係 除草剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

1.SBH-207 粒
塩素酸塩:50%

[エス・ディー・エス
バイオテック] 

キク 前年処理(当年耕起前) 継

前回
通り

継)
・効果・薬害の確認

リンドウ 前年処理(当年耕起前) －

前回
通り

(試験中)
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薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

1.AF-3 錠
1-メチルシクロプロ
ペン:0.63%

[アグロフレッシュ・ジャパン]

ブロッコリー 収穫物の劣化抑制 継 継)
・効果・薬害の確認
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り
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前
回
通
り
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従
来
通
り
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・草種と薬量について(畦間処理)
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・ニンジン生育期 雑草生育期
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[TKI社] 

ニンジン ニンジン6L～広葉生育初期 実・継
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来
通
り

実)
[春夏作;一年生雑草]
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・100～150g<水量70～150L>/10a
・土壌処理(全面)

[春夏作;一年生雑草]
・ニンジン本葉3葉期以降,雑草発生始期～生育初

期
・100～150g<水量70～150L>/10a
・土壌処理(全面)

継)
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・ニンジン6葉期以降の処理での効果薬害の確認
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通り
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1.AF-3 錠
1-メチルシクロプロ
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